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―表紙写真由来―

お知らせ○令和 3年度 実用新技術講習会及び技術相談会の開催について � 35

【表紙写真講評】水理シミュレーションを経て拡張され，安定した調整機能を発揮する「宮川内調整池」（本條忠應）
　語りの始まり―　何かの実験場を思わせる静かに整然としてあ
る施設の写真は，テレビに見られるドキュメンタリーのファース
トシーンに似ている。これから展開するストーリーを視聴者に予
感させ準備させる象徴的なシーン，である。
　水の流量を調整する装置だと知っても，それならもっと素朴な
仕掛けだってたくさんあるのにと思うが，この川が吉野川の施設
だと教えられると「ああ，あの吉野川」とばかり四国 4県をまた
がる四国一の大河，それも利根川（坂東太郎），筑後川（筑紫次郎）
と並ぶ日本三大暴れ川，四国三郎という異名をつけられていたほ
どの大河かという想像がわく。その気むずかしい川をなだめて有
効に使うための施設だろうかという想像がわかされるのである。
　吉野川の源は高知県の，林野庁が選定した「水源の森百選」の
一つ「吉野川源流の森」として選定された石鎚国定公園の指定区
域内にある。山脈の中心となる石鎚山は，山岳信仰の山として知
られ，ここも「日本百名山」の一つになっている。そういうとこ
ろにルーツを持つ吉野川は異名のごとくしばしば洪水を起こし，
一方では大きな水不足をもたらしてきた。とりわけ水不足に悩ま
されてきたのが瀬戸内海側で，その対策として計画されたのが吉

野川北岸の整備だった。吉野川北岸用水の事業である。早明浦ダ
ムを水源として池田ダムから農業用水を自然取水して，水田用水
を安定的に供給する事業だった。その北岸用水の幹線用水路は池
田ダムの上流に池田取水口としてある。総延長は約 70 km。その
上流側 60 km近くがトンネル・暗渠で，下流側がパイプライン。
写真の宮川内調整池はそのパイプラインの始点となる。調整池は
文字通り上流からの流れをコントロールして下流域への水量・水
位を管理する。しかしつくられた頃から時間が経って，農業が多
様化し水の需要にも大きな変化が生じてコントロール方法も見直
さなければならなくなった。調整池の拡張と新設，水位調整ゲー
トの整備等の改良である。
　調整池のストーリーが以上のように展開する。ドキュメンタ
リーをつくるときにはきっと水源や流域，そして今日の農業が描
かれるに違いない。それらを知ってこの調整池の立場が分かる。
写真は動画と違って一つのシーンをしか見せられないから不便だ
と思うだろうが，見るものに動画を作らせる力がある。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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